
NO.111（7） 日 高 市 議 会 だ よ り

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

�

鈴
木　

健
夫

一
般
質
問
の
要
旨

令
和
元
年
台
風
第
19
号
被
害
の

対
応
に
つ
い
て

�

齋
藤　

忠
芳

復興が待たれる久保の下橋

子どもたちの可能性を開くＩＣＴ教育

問　

台
風
発
生
か
ら
一
年
が

経
過
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た

被
害
状
況
並
び
に
現
在
の
復

興
状
況
及
び
課
題
は
。

答　

人
的
被
害
は
無
か
っ
た

も
の
の
、
住
家
の
被
害
と
し

て
、
大
規
模
半
壊
３
件
、
半

壊
２
件
、
一
部
損
壊
が
数
件

あ
り
、
り
災
証
明
書
発
行
件

数
９
件
、
被
災
を
証
明
す
る

り
災
届
出
証
明
件
数
22
件
で

あ
っ
た
。

　

巾
着
田
曼
珠
沙
華
公
園
の

被
害
と
し
て
、
園
路
及
び
駐

車
場
等
に
土
砂
の
流
出
入
が

あ
り
、被
害
面
積
と
し
て
は
、

１
万
700
㎡
で
あ
っ
た
。
復
旧

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度

の
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
災

害
復
旧
工
事
を
実
施
し
、
今

年
度
へ
の
繰
り
越
し
事
業
と

な
っ
た
が
、
６
月
30
日
に
工

事
が
完
了
し
て
い
る
。
曼
珠

沙
華
群
生
地
に
つ
い
て
は
、

工
事
に
よ
り
掘
り
起
こ
さ
れ

た
球
根
の
植
替
え
を
行
い
、

９
月
中
旬
に
は
発
芽
が
確
認

さ
れ
た
。
な
お
、
公
園
利
用

の
課
題
と
し
て
は
、
夜
間
に

職
員
が
常
駐
し
て
お
ら
ず
、

増
水
時
等
の
避
難
誘
導
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
安
全
な
利
用
方
法
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

日
和
田
山
遊
歩
道
の
倒
木

被
害
に
つ
い
て
は
、
緑
の
基

金
を
活
用
し
撤
去
が
完
了
し

て
い
る
。

　

農
業
被
害
と
し
て
、
河
川

や
水
路
の
氾
濫
に
よ
り
農
業

用
機
械
の
水
没
並
び
に
田
畑

や
農
家
敷
地
内
の
土
砂
流
入

が
あ
っ
た
が
、
機
械
の
修
理

及
び
土
砂
の
撤
去
は
完
了
し

て
い
る
。

　

橋
り
ょ
う
や
道
路
の
被
害

と
し
て
、
高
麗
川
の
異
常
出

水
に
よ
り
久
保
の
下
橋
、
新

堀
橋
、
新
井
橋
の
木
橋
３
橋

が
流
出
し
た
ほ
か
、
高
岡
地

内
の
市
道
Ａ
265
号
線
の
法
面

が
幅
20
ｍ
に
わ
た
り
崩
壊
し

た
。
こ
れ
ら
の
橋
り
ょ
う
や

道
路
の
被
災
箇
所
に
つ
い
て

は
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
の
採

択
を
受
け
て
お
り
、
市
道
Ａ

265
号
線
の
法
面
は
、
４
月
に

災
害
復
旧
工
事
に
着
手
し
、

こ
こ
で
完
成
検
査
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
木
橋
３

橋
に
つ
い
て
は
、
国
と
の
変

更
協
議
が
９
月
に
完
了
し
、

災
害
復
旧
工
事
を
行
う
べ

く
、
受
注
者
の
選
定
に
入
っ

て
い
る
段
階
で
あ
る
。
地
域

間
を
結
ぶ
身
近
な
生
活
道
路

と
し
て
の
機
能
を
持
つ
橋
で

あ
る
た
め
、
早
期
に
復
旧
し

た
い
。

問　

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性

を
開
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
で
の
学

習
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

る
の
か
。

答　

一
人
一
人
の
状
況
に
応

じ
た
個
別
学
習
の
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
の
収
集
・
整

理
・
分
析
が
可
能
と
な
り
、

学
び
の
進
化
が
期
待
で
き
る
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に

起
因
す
る
周
辺
地
域
の
ネ
ッ

ト
回
線
に
与
え
る
影
響
は
。

答　

運
用
す
る
中
で
地
域
に

影
響
が
生
じ
た
際
は
、
通
信

業
者
と
連
携
し
対
応
し
た
い
。

問　

学
習
用
端
末
は
家
庭
で

の
利
用
も
想
定
し
て
い
る
か
。

答　

臨
時
休
校
等
の
非
常
時

に
お
け
る
家
庭
で
の
利
用
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問　
「
日
高
塾
」
で
の
端
末

を
活
用
し
た
学
習
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
る
か
。

答　

推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
学
校
運
営
協

議
会
で
活
用
方
法
等
の
検
討

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

問　

通
級
指
導
教
室
や
特
別

支
援
学
級
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か
。

答　

学
習
用
端
末
等
を
活
用

し
た
授
業
は
、
教
育
的
効
果

が
期
待
で
き
る
の
で
、
子
ど

も
の
特
性
に
応
じ
た
学
習
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問　

不
登
校
の
児
童
生
徒
の

自
宅
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

を
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
の
か
。

答　

学
び
の
保
障
を
す
る
た

め
、
学
習
用
ソ
フ
ト
に
よ
る

家
庭
学
習
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
等
を
考
え
て
い
る
。

問　

学
童
保
育
で
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
は
使
用
で
き
る
の
か
。

答　

学
童
保
育
室
は
教
育
施

設
外
で
あ
り
、
学
習
用
端
末

の
使
用
は
想
定
し
て
い
な
い
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
雇
用
を
進
め
る
こ
と

を
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、

増
員
予
定
は
あ
る
の
か
。

答　

国
の
配
置
基
準
を
目
安

に
配
置
を
検
討
し
て
い
る
。

増
員
の
予
定
は
な
い
が
、
各

学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
指
導

が
で
き
る
教
職
員
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。

問　

子
ど
も
た
ち
を
守
る
仕

組
み
と
し
て
、
学
習
用
端
末

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
含
め
た

維
持
管
理
を
ど
う
す
る
の
か
。

答　

子
ど
も
た
ち
を
有
害
情

報
か
ら
守
る
た
め
、
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
導
入
す

る
。
ま
た
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

も
日
常
的
に
行
い
、
維
持
管

理
に
努
め
る
が
、
端
末
の
破

損
に
は
代
替
機
で
対
応
し
、

運
用
面
の
支
障
に
は
端
末
サ

ポ
ー
ト
パ
ッ
ク
で
対
応
す
る
。


